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時　期 土づくり 農閑期 出穂期 収穫期

土づくり 田植え

スタートは
　　　土づくりから

肥料

農薬
節減対象
農薬成分
合計

３ 成分

月旬別

2023年 2024年

10月
10月～12月
の期間中

２ヶ月以上

4月 5月 6月 7月

管
理
作
業
の
要
点

育　苗

8月 9月

育苗期 田植期、活着期 有効分げつ期 無効分げつ期 幼穂形成期 登熟期

水管理

秋の田起こし
稲わらの鋤き込み
作土深１５㎝以上

湛水管理 代掻き

荒おこし

来年度へ向けて

土づくり
ケイカル500㎏/10aもしくは
しきぶホワイト100㎏/10a散布

肥料窒素量合計
(ケイフン・床土を除く)

7.1～7.8kg
内化学肥料窒素

不使用（基肥)
ＨＧ有機６６６

60kg（3.6ｋｇ）

（穂肥①）こだわり有機712

25～30kg
（1.75～2.1ｋｇ）

農薬の使用回数
　指定除草剤１回のみ

（除草剤）ゼータタイガー１㌔粒剤（3成分）

ミネラルＰＫ
60kg（　-　kg）

（育苗箱）
くみあい有機肥料入り床土

（0.03ｋｇ）

（地力増進）ケイフン
100～150kg

（5.8～8.7kg）

主な施肥体系
（10㌃あたり）

（穂肥②）こだわり有機712

25～30kg
（1.75～2.1ｋｇ）

ＪＡ越前たけふ
丹南農林総合事務所
越前市南越前町特別栽培
農産物生産者協議会

田植後は浅水管理で分
げつ促進。水稲の生育
に合わせて除草対策の
ため深水管理

種子温湯消毒

田植え同時もしくは
ノビエ2.5葉期までに
除草剤ゼータタイガー粒剤

を散布

播種時に化学肥料入
り床土、ダコニール
や苗箱薬剤を使用し
ない！

種子の温湯消毒後

直ちに浸種
（ＪＡへ必要量を注文）

７月10日頃に中干し 幼穂形成期の確認
（通常は2㎜）

穂肥の施用
有機肥料のため、
効果が出るまで約１週間かかる

足跡に水が残る
程度維持

強めの田干しは厳禁

現地検査

適期刈取
青籾割合１０～１５％
籾水分 ２０～２５％

通常米と区分して

水

温

６

０

℃

で

１

０

分

間

浸

種

消

毒

（

浸

種

消

毒

後

、

直

ち

に

冷

却

）

①

化

学

合

成

農

薬

の

使

用

を

低

減

す

る

技

術
全
域

４
月
２
８
日
頃
播
種

（
播
種
量
目
安

乾
籾
１
４
０
ｇ

/

箱
）

除
草
剤

ゼ
ー
タ
タ
イ
ガ
ー
１
㌔
粒
剤
散
布

(

１

㎏

/

１
０
ａ)

③

化
学
肥
料
の
使
用
を
低
減
す
る
技
術

（
有
機
質
肥
料
施
用
技
術
）

基
肥

Ｈ
Ｇ
有
機
６
６
６

（
６
０

㎏

/

１
０
ａ
）

白
未
熟
粒
防
止
対
策
（
適
期
田
植
え
）

全
域

５
月
１
８
日
以
降
の
田
植
え

【
５
０
～
６
０
株

/

坪
程
度
】

代
掻
き
か
ら
田
植
え
ま
で
の
期
間
を
短
く
す
る

（
倒
伏
軽
減
剤
は
使
え
な
い
た
め
、
栽
培
技
術
で
克
服
）

く
み
あ
い
有
機
肥
料
入
り
床
土
を
使
用

表示板の設置

選別網、流量を適正に

生
き
物
や
環
境
を
育
む
活
動

「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
冬
期
湛
水
（
２
ヶ
月
以
上
）

秋
の
田
起
こ
し

作
土
深
１
５

㎝

以
上

次
年
度
に
向
け
て

け
い
酸
補
給
と
酸
性
土
壌
の
改
善

土
づ
く
り
資
材
の
散
布

ケ
イ
カ
ル
５
０
０

㎏

/

１
０

a

も
し
く
は

し
き
ぶ
ホ
ワ
イ
ト
１
０
０

㎏

/

１
０

a

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
等
の
除
草
剤
は
畦
畔
等
含
め
て
使
用
し
な
い

徐々に湛水 10㎝程度の深水管理

除草剤散布

現地検査

田植後１ヶ月後に軽く田干し
最高分げつ期
茎数が25本/株あれば十分

幼穂形成期から間断通水 徐々に地固め中干し延期

中干し

深水管理

害虫防除が
できないた
め、圃場内
の雑草は早
めに抜きと
る

色彩選別機による調製

ヒエ、クサネム除

葉色、茎数、草丈に応じてこだわり有機712を使用
（オール有機肥料のため成分カウントはしない）

目安 平坦地30㎏/10aの2回 山間地25㎏/10aの2回

イネ科雑草の

穂につくカメムシ

代掻きから田植えまでを短く

稲わらの鋤き込み

病害予防のため薄播き、細植えを除草効果を長期持続させるため田植後は徐々に深水管理
+

②

土
づ
く
り
に
関
す
る
技
術

（
堆
肥
等
有
機
質
資
材
施
用
技
術
）

ミ

ネ

ラ

ル

Ｐ

Ｋ

６

０

㎏

/

１

０

ａ

ケ

イ

フ

ン

１

０

０

～

１

５

０

㎏

/

１

０

ａ

（土づくり）

1

.

9

㎜
以
上
網
目
で
選
別

籾
水
分
２
５
％
以
下
で
収
穫

平
坦
地

９
月
１
３
日
頃

山
間
地

９
月
１
８
日
頃

白
未
熟
粒
・
胴
割
粒
防
止
対
策

間
断
通
水（

収
穫
２
日
～
３
日
前
ま
で
）

フ
ェ
ー
ン
時
は
予
め
入
水
、
根
の
活
性
化
を
図
る

畦
畔
と
圃
場
内
の
除
草
徹
底

間
断
通
水
を
し
な
が
ら
も
徐
々
に
地
面
を
硬
く
す
る

２
回
目
の
穂
肥

（
１
回
目
の
７
日
後

幼
穂
長
２
㎜
）

１
回
目
の
穂
肥

（
幼
穂
形
成
期

出
穂
３
０
日
前
）

中
干
し

一
斉
草
刈
り
デ
ー
（
７
月
上
旬
）

中
干
し
延
期

軽
く
田
干
し

一
斉
草
刈
り
デ
ー
（
６
月
下
旬
）

2024年度 省農薬栽培あきさかり(認証③)栽培ごよみ【移植】

畦畔の草刈り


